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1 

 

１ 

史
跡
高
松
城
跡 

♦

築
城
以
前 

安
土
桃
山
時
代
の
讃
岐
は
、
高
松
市
南
部
の
十
河
氏
や
西
部
の
香
西
氏
な
ど
を
旗
頭
に
小
領
主
が
割
拠

し
て
い
ま
し
た
。
天
正
十
二
年
（
一
五
八
四
）
に
は
土
佐
の
長
宗
我
部
氏
に
よ
り
讃
岐
は
ほ
ぼ
制
圧
さ
れ
、

翌
十
三
年
に
は
四
国
の
ほ
ぼ
全
域
が
元
親
の
勢
力
下
に
お
か
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
羽
柴
秀
吉
の
四
国
出

兵
に
よ
り
長
宗
我
部
氏
は
降
伏
、
讃
岐
一
国
は
仙
石
秀
久
（
せ
ん
ご
く
ひ
で
ひ
さ
）
に
与
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
翌
十
四
年
の
九
州
出
兵
に
お
け
る
作
戦
失
敗
か
ら
領
地
没
収
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
天
正
十
五

年
（
一
五
八
七
）
に
は
生
駒
親
正
に
讃
岐
一
国
が
与
え
ら
れ
ま
し
た
。 

 ♦

高
松
城
築
城 

天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
讃
岐
一
国
を
与
え
ら
れ
た
生
駒
親
正
は
、
翌
十
六
年
に
高
松
城
の
築
城

を
開
始
し
、「
野
原
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
地
名
を
「
高
松
」
と
改
め
ま
し
た
。
高
松
城
は
瀬
戸
内
の
海
水
を

外
堀
、
中
堀
、
内
堀
に
引
き
込
ん
で
お
り
、
日
本
三
大
水
城
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
本
丸
を
中

心
に
時
計
回
り
の
方
向
に
二
の
丸
・
三
の
丸
・
桜
の
馬
場
・
西
の
丸
の
四
つ
の
曲
輪
を
配
し
、
さ
ら
に
そ
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の
外
側
に
外
曲
輪
が
巡
っ
て
い
ま
す
。
本
丸
と
二
の
丸
を
囲
む
の
が
内
堀
、
三
の
丸
と
桜
の
馬
場
・
西
の

丸
を
囲
む
の
が
中
堀
、
そ
の
外
側
で
武
家
屋
敷
の
立
ち
並
ぶ
外
曲
輪
全
体
を
囲
む
も
の
が
外
堀
で
す
。
城

は
数
ヵ
年
で
完
成
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
の
発
掘
調
査
成
果
で
は
、
も
う
少
し
長
期
間

か
け
て
城
郭
が
整
備
さ
れ
て
い
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。 

生
駒
親
正
は
、
慶
長
五
年
（
一
六
〇
〇
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
で
西
軍
に
つ
き
、
丹
後
の
田
辺
城
攻
め
に

味
方
し
た
た
め
、
剃
髪
し
、
高
野
山
に
入
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
が
、
子
の
一
正
（
か
ず
ま
さ
）
は
東
軍

に
つ
き
戦
功
を
あ
げ
た
こ
と
か
ら
、
讃
岐
十
七
万
一
八
〇
〇
石
余
り
が
改
め
て
安
堵
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
慶
長
七
年
（
一
六
〇
二
）
に
は
、
居
城
を
丸
亀
城
か
ら
高
松
城
に
移
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

一
正
の
跡
を
継
い
だ
正
俊
（
ま
さ
と
し
）
は
丸
亀
の
市
店
を
高
松
に
移
し
、
丸
亀
町
を
造
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。 

生
駒
氏
の
治
世
は
四
代
続
き
ま
し
た
が
、
四
代
高
俊

（
た
か
と
し
）
は
幼
く
し
て
藩
主
の
座
に
つ
い
た
こ
と

か
ら
、
生
駒
騒
動
と
呼
ば
れ
る
家
臣
団
同
士
の
争
い
を

招
き
、
寛
永
十
七
年
（
一
六
四
〇
）
に
領
地
を
没
収
さ

れ
、
堪
忍
料
と
し
て
出
羽
国
矢
島
一
万
石
が
与
え
ら
れ

ま
し
た
。 
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♦
松
平
氏
の
入
部  

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
二
）、
徳
川
御
三
家
の
水
戸
藩
主 

松
平
賴
房
（
よ
り
ふ

さ
）の
長
子
で
あ
っ
た
松
平
賴
重（
よ
り
し
げ
）が
東
讃
十
二
万
石
を
与
え
ら
れ
、

高
松
城
に
入
り
ま
し
た
。
賴
重
は
寛
永
二
十
一
年
（
一
六
四
四
）
か
ら
城
の
修
築

を
開
始
し
、
寛
文
十
年
（
一
六
七
〇
）
に
そ
れ
ま
で
の
三
重
の
天
守
を
三
重
五

階
（
三
重
四
階
＋
地
下
一
階
）
に
改
築
し
て
い
ま
す
。
現
存
す
る
天
守
の
写
真

や
絵
図
か
ら
、
唐
造
り
（
南
蛮
造
り
）
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。
天
守
改
築

後
は
、
寛
文
十
一
年
（
一
六
七
一
）
か
ら
北
の
丸
・
東
の
丸
の
新
造
を
開
始
し
、

二
代
賴
常
（
よ
り
つ
ね
）
に
天
守
を
改
築
し
、
二
代
藩
主
賴
常
（
よ
り
つ
ね
）

に
よ
っ
て
延
宝
四
年
（
一
六
七
六
）
に
月
見
櫓
（
着
見
櫓
）
を
上
棟
、
翌
五
年

（
一
六
七
七
）
に
艮
櫓
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
ま
た
、
元
禄
十
三
年
（
一
七
〇

〇
）
に
は
、
三
の
丸
に
御
殿
（
披
雲
閣
）
が
造
営
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
そ
れ

ま
で
の
御
殿
（
本
丸
➡
本
丸
・
二
の
丸
）
と
対
面
所
（
桜
の
馬
場
）
に
分
掌
さ

れ
た
政
庁
機
能
が
一
体
化
さ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
城
の
姿
は
大
き
く
改
変
す
る
こ
と
な
く
、
十
一
代
に
わ
た
っ
て
高

松
松
平
家
の
治
世
が
明
治
維
新
ま
で
続
き
ま
し
た
。 
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♦
明
治
維
新
～
戦
時
中
・
戦
後 

慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）、
高
松
藩
は
鳥
羽
・
伏
見
の
戦
い
で
幕
府
方
に
つ
い

た
た
め
、
朝
廷
は
朝
敵
と
し
て
征
討
す
る
こ
と
を
命
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

高
松
藩
は
十
一
代
藩
主
の
賴
聰
（
よ
り
と
し
）
が
城
を
出
て
謹
慎
す
る
と
と
も

に
、
重
臣
二
名
の
切
腹
を
も
っ
て
恭
順
の
意
を
示
し
、
城
下
に
陣
を
構
え
た
土

佐
藩
を
中
心
と
し
た
官
軍
に
開
城
し
ま
し
た
。 

明
治
期
に
は
外
堀
は
埋
め
立
て
ら
れ
、
外
曲
輪
の
市
街
化
が
進
む
と
と
も
に
、

城
の
北
側
も
埋
め
立
て
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
中
堀
よ
り
内
側
の
大
部
分

は
兵
部
省
（
の
ち
陸
軍
省
）
の
所
管
と
な
り
、
城
郭
建
物
の
多
く
は
老
朽
化
を

理
由
に
取
り
壊
さ
れ
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
は
天
守
も
解
体
さ
れ
ま

し
た
。 

そ
の
後
、
内
曲
輪
は
明
治
二
十
三
年
（
一
八
九
〇
）
に
高
松
松
平
家
に
払
下

げ
と
な
り
ま
し
た
。
十
二
代
当
主
松
平
賴
壽
（
よ
り
な
が
）
伯
爵
は
、
明
治
三

十
四
・
三
十
五
年
（
一
九
〇
一
・
〇
二
）
に
、
天
守
台
に
藩
祖
松
平
賴
重
を
祀

る
玉
藻
廟
を
建
築
し
、
菩
提
寺
で
あ
る
法
然
寺
の
般
若
台
に
あ
っ
た
理
兵
衛
焼

の
賴
重
像
を
遷
座
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
大
正
三
～
六
年
（
一
九
一
四
～
一
七
）
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に
は
、
三
の
丸
に
旧
御
殿
の
名
称
を
冠
し
た
披
雲
閣
が
別
邸
と
し
て
建
築
さ
れ
、

庭
園
も
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
披
雲
閣
は
、
香
川
県
の
迎
賓
館
的
な
存
在
と
し
て
、

皇
族
や
外
国
か
ら
の
貴
賓
の
宿
舎
・
休
憩
所
と
し
て
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

大
正
十
一
年
（
一
九
一
二
）
の
香
川
県
で
の
陸
軍
大
演
習
に
際
し
て
は
、
披
雲

閣
が
大
本
営
に
な
り
、
当
時
の
摂
政
宮
（
後
の
昭
和
天
皇
）
が
行
啓
さ
れ
、
宿

泊
さ
れ
て
い
ま
す
。 

高
松
松
平
家
は
、
残
存
し
て
い
た
月
見
櫓
（
着
見
櫓
）、
水
手
御
門
、
渡
櫓
、

艮
櫓
、
桜
御
門
に
つ
い
て
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
国
宝
指
定
の
申
請
を

行
い
、
翌
十
九
年
に
は
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
決
定
し
ま
し
た
。
し
か
し
、

昭
和
二
十
年
（
一
九
四
五
）
七
月
四
日
に
は
、
高
松
空
襲
に
よ
り
桜
御
門
が
焼

失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
一
方
、
月
見
櫓
（
着
見
櫓
）、
水
手
御
門
、
渡
櫓
、

艮
櫓
が
国
宝
保
存
法
に
基
づ
き
昭
和
二
十
二
年
（
一
九
四
七
）
に
国
宝
に
指
定

さ
れ
、
文
化
財
保
護
法
の
施
行
に
よ
り
、
昭
和
二
十
五
年
（
一
九
五
〇
）
に
重

要
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。 

戦
時
中
は
、
桜
の
馬
場
が
金
属
の
供
出
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
る
な
ど
、
戦

争
と
無
縁
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
戦
後
、
高
松
城
跡
は
連
合
国
軍
に
接
収

を
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
披
雲
閣
は
士
官
の
宿
舎
に
充
て
ら
れ
、
桜
の
馬
場
な
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ど
に
も
兵
舎
が
建
て
ら
れ
、
大
手
前
に
は
教
会
が
建
て
ら
れ
る
な
ど
し
ま
し
た
。

接
収
は
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
講
和
条
約
の
締

結
ま
で
続
き
ま
し
た
。 

 

♦
玉
藻
公
園
開
園
へ 

 

戦
後
の
復
興
が
進
む
中
、
昭
和
二
十
三
年
（
一
九
四
八
）
に
は
高
松
城
跡
は

玉
藻
公
園
と
し
て
都
市
計
画
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）

に
高
松
市
の
所
有
と
な
り
、
翌
三
十
年
（
一
九
五
五
）
に
国
史
跡
と
し
て
指
定

さ
れ
、
同
年
五
月
五
日
に
玉
藻
公
園
と
し
て
開
園
し
、
市
民
が
自
由
に
城
郭
に

入
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。「
玉
藻
」
の
名
は
、
万
葉
集
で
柿
本

人
磨
が
「
玉
藻
よ
し 

讃
岐
の
国
は 
国
柄
か 

見
れ
ど
も
飽
か
ぬ 

神
柄
か
…
」
と
詠
ん
だ
こ
と
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

玉
藻
公
園
で
は
、
桜
の
時
期
の
お
花
見
や
夜
間
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
夏
の
桜

の
馬
場
で
の
映
画
上
映
会
や
、
秋
に
は
披
雲
閣
に
お
い
て
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ

れ
る
な
ど
多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
、
市
民
に
親
し
ま
れ
る
公
園
と
な
っ
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
平
成
二
十
四
年
に
は
披
雲
閣
（
旧
松
平
家
高
松
別
邸
）
の
本
館
・
本
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館
付
倉
庫
・
倉
庫
の
三
棟
が
重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
同
時
に
作

庭
さ
れ
た
披
雲
閣
庭
園
が
翌
二
十
五
年
に
名
勝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

 
平
成
十
八
年
～
二
十
四
年
に
か
け
て
は
、
天
守
台
の
石
垣
解
体
修

理
を
実
施
し
ま
し
た
。
天
守
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
十
八
年
か
ら
令

和
四
年
（
二
〇
二
二
）
年
三
月
三
十
一
日
ま
で
、
復
元
に
必
要
な
内

部
の
分
か
る
古
写
真
や
設
計
図
面
等
を
、
懸
賞
金
を
懸
け
て
募
集
を

し
て
い
ま
す
。 

 
 

２ 

Ｊ
Ｒ
高
松
駅 

 
 

高
松
に
鉄
道
が
敷
か
れ
た
の
は
、
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）

十
二
月
で
す
。
既
に
讃
岐
鉄
道
株
式
会
社
が
、
明
治
二
十
二
年
（
一

八
八
九
）
五
月
二
十
三
日
に
丸
亀
～
琴
平
間
を
開
業
し
て
お
り
、
こ

れ
を
延
長
し
て
丸
亀
～
高
松
と
す
る
こ
と
で
、
明
治
三
十
年
（
一
八

九
七
）
二
月
二
十
一
日
二
月
に
高
松
駅
が
開
業
し
ま
し
た
。
当
時
の

高
松
駅
は
、
香
川
郡
宮
脇
村
西
浜
（
現
在
の
県
立
盲
学
校
付
近
）
に

あ
り
、「
西
浜
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
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明
治
三
十
七
年
（
一
九
〇
四
）
に
山
陽
鉄
道
に
移
管
、
さ
ら
に
明
治
三
十
九

年
（
一
九
〇
六
）
に
山
陽
鉄
道
の
国
有
化
に
よ
り
、
国
有
鉄
道
の
駅
と
な
り

ま
し
た
。 

高
松
駅
は
、
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
に
宇
高
航
路
が
運
航
を
開
始
し

た
こ
と
に
よ
り
、
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）
七
月
一
日
に
新
湊
町
（
現

在
の
浜
ノ
町
）
に
移
転
し
、
二
代
目
駅
舎
の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
新

駅
舎
へ
の
移
転
に
あ
た
り
、
線
路
も
当
時
の
海
岸
線
沿
い
を
高
松
へ
向
か
う

現
在
の
ル
ー
ト
へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
東
へ
〇
・
三
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
東
に
移
転
し
、
三
代
目
駅
舎
の
使
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
使
用
停
止

と
な
っ
た
二
代
目
駅
舎
は
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
ま
し
た
が
、
鉄
道
記
念
物
へ
の

指
定
及
び
保
存
が
検
討
さ
れ
て
い
た
矢
先
の
昭
和
三
十
五
年
（
一
九
六
〇
）

年
八
月
に
火
災
の
た
め
に
焼
失
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

瀬
戸
大
橋
開
通
に
伴
う
平
成
二
年
の
宇
高
連
絡
船
の
廃
止
に
よ
り
、
失
わ

れ
た
高
松
港
の
拠
点
性
の
再
興
、
国
際
化
、
情
報
化
に
対
応
し
た
新
都
心
づ

く
り
を
す
る
べ
く
「
サ
ン
ポ
ー
ト
高
松
」
事
業
が
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

事
業
に
よ
り
、
平
成
九
年
に
三
代
目
駅
舎
の
使
用
を
終
了
し
、
西
へ
〇
・
三

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
移
転
し
た
現
在
の
地
で
、
平
成
十
三
年
五
月
十
三
日
か
ら
四
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代
目
高
松
駅
の
使
用
を
開
始
し
、
今
も
四
国
の
玄
関
口
と
し
て
ま
ち
の
発
展
を
支
え
て
い
ま
す
。 

  
３ 
弘
憲
寺 

 
 

 

弘
憲
寺
は
、
高
松
市
錦
町
二
丁
目
に
所
在
し
、
高
野
山
真
言
宗
に
属
し
ま
す
。
山
号
は
利
剣
山
、
院
号

は
遍
照
光
院
で
す
。
讃
岐
国
主 

生
駒
親
正
の
菩
提
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

縁
起
に
よ
れ
ば
、
日
本
武
尊
の
悪
魚
退
治
の
後
、
天
平
年
間
（
七
二
九
～
七
四
九
）
に
行
基
が
阿
野
郡

福
江
浦
に
魚
霊
堂
を
建
て
る
と
と
も
に
、
法
勲
寺
を
建
立
し
た
と
あ
り
ま
す
。
そ
の
後
空
海
が
玉
井
村
讃

留
王
の
塚
上
に
移
し
、
鎌
倉
時
代
ま
で
は
存
在
し
て
い
た
と
さ
れ
ま
す
が
、
そ
の
後
廃
寺
と
な
り
、
本
尊
・

霊
宝
を
近
く
に
あ
る
島
田
寺
（
綾
歌
郡
飯
山
町
）
に
移
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
こ
の
島
田
寺
も
兵
乱
に
よ

り
焼
失
の
憂
き
目
に
あ
い
ま
し
た
が
、
天
正
十
五
年
（
一
五
八
七
）
に
生
駒
親
正
が
讃
岐
の
国
主
と
し
て

入
る
こ
と
に
よ
り
、
大
き
な
転
機
を
迎
え
ま
し
た
。 

 

生
駒
親
正
は
、
讃
岐
が
空
海
生
誕
の
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
密
教
に
帰
依
す
る
と
と
も
に
、
島
田
寺
主
の

良
純
を
敬
っ
て
法
勲
寺
を
再
興
し
て
良
純
に
寺
務
を
執
ら
せ
ま
し
た
。
慶
長
八
年
（
一
六
〇
三
）
二
月
十

三
日
に
親
正
（
謚 

弘
憲
公
）
が
没
す
る
と
、
高
松
西
濱
に
葬
ら
れ
ま
し
た
。
同
年
、
親
正
の
息
子
で
あ
る

一
正
に
よ
り
、
法
勲
寺
が
親
正
の
塚
上
に
移
さ
れ
、
弘
憲
寺
と
称
す
る
と
と
も
に
、
良
純
を
初
代
住
職
と
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し
ま
し
た
。
同
時
に
、
島
田
寺
領
五
十
石
を
弘
憲
寺
に
付
す
と
と
も
に
、
古

画
・
名
器
を
移
し
、
島
田
寺
を
弘
憲
寺
の
末
寺
と
し
ま
し
た
。
藩
主
が
生
駒

家
か
ら
松
平
家
に
代
わ
っ
て
も
、
江
戸
時
代
を
通
し
て
寺
領
は
一
定
し
て
い

た
よ
う
で
す
。 

 

寛
永
十
九
年
（
一
六
四
三
）
に
松
平
家
が
入
部
し
た
後
、『
真
言
宗
高
松
弘

憲
寺
記
録
』
（
明
治
二
年
〔
一
八
六
九
〕
）
に
よ
れ
ば
、
初
代
松
平
賴
重
の
時

代
に
旱
魃
（
か
ん
ば
つ
）
が
あ
っ
た
際
、
領
内
で
弘
憲
寺
の
み
に
降
雨
の
祈

祷
が
命
じ
ら
れ
た
り
、
一
郡
一
か
寺
の
み
選
ば
れ
る
五
穀
成
就
の
祈
祷
も
仰

せ
つ
け
ら
れ
た
り
す
る
な
ど
、
松
平
政
権
下
に
お
い
て
も
重
要
な
役
割
を
担

っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
な
お
、
慶
応
四
年
（
一
八
六
八
）
の
鳥

羽
・
伏
見
の
戦
い
で
幕
府
側
に
つ
い
た
高
松
藩
が
朝
敵
と
な
っ
た
際
、
二
人

の
家
老
に
切
腹
を
命
じ
、
首
を
差
し
だ
す
こ
と
で
戦
火
を
免
れ
ま
し
た
が
、

そ
の
家
老
の
一
人
で
あ
る
小
河
又
右
衛
門
が
切
腹
し
た
場
所
は
弘
憲
寺
で
し

た
。 

 

平
成
二
十
八
年
、
生
駒
親
正
が
身
に
着
け
た
と
さ
れ
る
甲
冑
が
秋
田
県
由

利
本
庄
市
の
龍
源
寺
か
ら
寄
贈
さ
れ
、
三
百
七
十
六
年
ぶ
り
の
里
帰
り
と
な

り
ま
し
た
。
甲
冑
は
、
平
成
二
十
九
年
二
月
二
十
一
日
か
ら
四
月
九
日
ま
で
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市
歴
史
資
料
館
で
展
示
さ
れ
ま
し
た
。 

♦
国
指
定
重
要
文
化
財 

 

・
木
造
不
動
明
王
立
像 

 

・
密
教
法
具
（
金
剛
盤
一
面
、
六
器
六
口
、
火
舎 

一
口
、
飯
食
器 

二
口
、
灑
水
器
〔
し
ゃ
す
い
き
〕 

一
口
、
塗
香
器 

一
口
）
※
東
京
国
立
博
物
館
へ
寄
託 

♦

県
指
定
有
形
文
化
財 

 

・
木
造
地
蔵
菩
薩
立
像 

♦
 

県
指
定
史
跡 

 

・
生
駒
親
正
夫
妻
墓
所 

♦

市
指
定
有
形
文
化
財 

 

・
生
駒
親
正
肖
像
画 

 

★
参
考
文
献 

・『
史
跡 

高
松
城
跡
』
平
成
二
十
六
年
、
高
松
市 

・『
新
州 

高
松
市
史Ⅱ

』
昭
和
四
十
一
年
、
高
松
市
役
所 

・『
第
十
九
回
特
別
展 

弘
憲
寺
の
名
宝
展
』
平
成
十
年
、
高
松
市
歴
史
資
料
館
・
高
松
市 
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ふるさと探訪「玉藻公園（史跡高松城跡）と弘憲寺を訪ねる」探訪ルート 

 

弘憲寺 

「寿町」バス停 

高松駅 

集合場所：玉藻公園披雲閣前 

高松築港駅 
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４月１４日（日）復路（最寄り） 

▼ことでん：高松築港駅 

▼ＪＲ：高松駅 

▼バス：寿町バス停 

                         

✿次回のふるさと探訪は… 

◎テ－マ：「レインボーロードの成り立ち」（予定） 

◎と き：令和元年 5 月 19 日（日）午前９時半～正午 

◎集合場所：熊野神社（松縄町） 

◎解散場所：伏石中央公園（伏石町・野田池の南側の公園） 

◎講 師：高上 拓（高松市文化財専門員） 

◎探訪先：天満・宮西遺跡、松縄下所遺跡、野田池、 

キモンドー遺跡、佐藤城跡など。 

（周辺の遺跡の変遷や条里の地割等から、古代から現代の都市計 

画についてレインボーロード周辺を歩きながら考えます。） 

◎参加費：無料 

 

★公共交通機関の御案内 

ことでんバス 65 レインボー サンメッセ 川島・フジグラン 

「アキ歯科医院前」下車、徒歩３分 

 瓦町（２番のりば）（8:48 発）→アキ歯科医院前（9:00 着） 

 

★注意 

☆公共交通機関を御利用ください。 

☆広報「たかまつ」５月１日号に開催案内を掲載予定です。 

☆小雨決行。当日、警報が発令された場合は、中止とします。 

なお、中止かどうか御不明な場合、午前７時３０分～９時３０分

に文化財課（Tel 087-839-2660）でお知らせします。電話が通じ

ない場合は実施予定ですので、集合場所にお集まりください。 

 

最明寺 
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「ふるさと探訪」に 

参加される皆様へ 

※参加中は、次のことに充分留意し、意義のある探訪としましょう。 

 
１ 交通ルールを守り、交通安全を心がけましょう。 

  （必ず歩道を歩き、歩道が無いところでは、 

道路の端を一列で歩きましょう。） 

 

２ 無理をせず、体調には十分気を付けましょう。 

 

３ 引率者の指示に従い、整然と行動しましょう。 

 

４ マナーを守り、他人に迷惑がかからないよう気を 

  つけましょう。 

 

５ 文化財や自然を大切にしましょう。 


